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山崎 浩司
やまさき　 こう じ

体験者の声

担当者の声

 （2012年度 入職） （2020年度 入職）

 （インターンシップ受入係）

施設長

生活支援課長

副主任
お  ざきしま だ

福祉の仕事を知ったきっかけ
　私が福祉の仕事を知ったきっかけは、自分の母親の
姿や楽しそうな話を聞いたからです。私の母親は福祉
分野（放課後等デイサービス）で勤務していました。
そこでのやりがいや楽しそうな姿を見て、いつか自分
も母親と同じようにご利用者に夢を与えられるような
素敵な職員になりたいと思いました。

インターンシップに参加した理由
　私がこの法人を知ったきっかけとして、大学の教授
からの勧めがありました。
　私自身、障害分野に行くべきか、高齢分野に行くべ
きか悩んでいました。そこで大学教授に相談したとこ
ろ、この法人をすすめられました。
　このような理由からインターシップに参加し、職場
の雰囲気や楽しさを実際に自分の目で見て、肌で感じ
たいと思いました。

インターンシップを通して感じたこと
　私が、インターンシップを通じて感じたことは、職
員全員が「ご利用者の尊厳を守り、楽しく過ごせるよ
うにする（ご利用者主体）」という目標にむけて工夫
されているという点です。
　具体的には、その人の特性にあった作業をしている、

神戸聖生園

神戸愛生園

 （1999年度 入職）

小山 哲也
こ  やま　てつ や

地域密着型特別養護老人ホーム

さくらの苑

 （1998年度 入職）

仕事体験（3日間）
（24年度・冬12月～2月）

仕事体験（3日間）
（24年度・夏7月～9月）

インターンシップ（5日間～）
（24年度・夏7月～9月）

インターンシップ（5日間～）
（24年度・冬12月～2月）

自分に合った就職先を決める為にも
インターンシップは大変有効です。
ぜひ、目的意識を持って臨んで下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　（受入係）

支援現場でのリアルな交流、
空気感を楽しんでいただきたいです。
支援職の醍醐味を実感できるように

サポートします！

　さくらの苑は地域密着型特別養護老人ホームです。
ユニットケアでご利用者に寄り添いあったか介護を
実践し安心・安全に生活が送れるよう支援しています。
さくらの苑の支援の様子を見て「寄り添う支援」や「ご
利用者が笑顔で生活できる支援」、「支援者としての心
構え」など現場で体験し学んでいただきたいです。

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 〒654-0142  兵庫県神戸市須磨区友が丘1丁目1番地
TEL（078）792-7555  FAX（078）795-4511

堀野 嶺治
神戸明生園 （2023年 入職）
関西福祉大学  社会福祉学部 卒

ほり の れい じ

採用に関するお問い合わせ

I N T E R N S H I P

お申し込みはこちらから

2025-2026年度

こ う べ      せ い れ い

社会福祉法人　神戸聖隷福祉事業団

ノーリフティングケア、ICTを使った支援などです。
　また、インターンシップの中での先輩職員の笑顔は
とても印象的でした。この印象は、求人票では絶対に
知ることができず、インターンシップに参加して良
かったと感じました。

実際神戸聖隷で働いてみて
　実際に神戸聖隷で働いてみて、インターンシップで
感じた「ご利用者主体の支援」を職員一人ひとりが意
識して仕事をされていると改めて気づきました。
　具体的には、クリスマス会・夏祭りなどのイベント
においてご利用者の特性に合わせた支援（嚥下機能に
合わせた食事・運動機能に合った活動）、居室などの
環境整備、日々のレクリエーションの工夫などです。
　また、実際に現場で働いてみて、コミュニケーション
の難しい方への支援が難しいと改めて思いました。ご
利用者は言葉をうまく発することが難しいため、最初
は本人の気持ちや要望が分かりにくく、ご利用者をも
やもやさせてしまうことが多くありました。そのため、
本人の表情や身振り手振りをよく観察し、要望を想像
できるように努力しました。まだまだ完ぺきとは言え
ないですが、これからも工夫しながら努力していきた
いと思います。

【所持資格】 社会福祉士
　 　　　　精神保健福祉士 (2023年)

新　卒　採　用
（正規採用／エリア正規採用）

インターンシップ案内

一人ひとり、いのち輝く



事業数が多い
神戸地区 42
但馬地区 40
安定した経営

障がい・高齢・児童・相談など

各種業種を経験できる

別途有給休暇あり
（2024年度予定）

エリア採用開始
地元で安心して
仕事ができる

休日が多い
年間124日

（2022年度実績）

休みがとりやすい

一年間先輩がついて仕事を教えてくれます
法人内部研修　年間18回

残業が少ない　　
平均3.2時間/月

（2022年度実績）

（2022年度実績）

長く続けられる　
平均勤続年数

13.1年

共に成長できる
メンター制度

資格取得のための
費用助成制度があります

働きながら
資格が取れる

職員寮があります
一人暮らしを応援します

基本給 【介護職・支援職】

※処遇改善手当の月額支給分を含んでいます。

エリア
正規採用

　  
 資格有り 212,000円 198,000円
 資格無し 206,000円 192,000円

 資格有り 207,000円 193,000円
 資格無し 201,000円 187,000円 

川口こころ
神戸明生園 （2014年度 入職）
神戸親和女子大学  発達教育学部 卒
【所持資格】介護福祉士(2021年)
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午前入浴介助 午後入浴介助 動画鑑賞等

笑顔と気遣いの言葉から元気を

退
勤

神戸地区  16,000円
但馬地区    8,000円（水道代込）

正規採用大学卒 「介護職・支援職（資格あり）」の場合
※通勤手当、夜勤手当ほか主要な手当を含みます。

月額イメージ
年収イメージ（１年目）
年収イメージ（11年目）

 

262,045円
3,762,460円
4,925,184円

短大・専門卒大学卒

ココが良い
神戸聖隷の

DATA

正規採用

給与モデル
こんな人がいる

困った時に声をかけてくれる

いつでも話を聞いてくれる

その人のささやかなことを一緒に喜びあえる

ご利用者の喜びをを自分の喜びと感じられる

それが神戸聖隷福祉事業団です

わたしたちはキリスト精神に基づき、

聖書に示された愛と奉仕の実践を通して

社会福祉の向上に貢献します

基 本 理 念

家賃

Point

！

　神戸聖隷福祉事業団の魅力は高齢・障がい・児童分野の施設があることです。転勤もあります
ので、経験を積むことができます。また、育児休暇の取得も相談しやすくライフプランを立てや
すいことも魅力の一つと考えます。
　仕事のやりがいは、支援上疑問に思っていたことに対して正解がわかることです。「何で？」と
思う疑問に対して教えてもらえると簡単なのですが、そうもいかないのが福祉の世界です。
　働く仲間と一緒に考えたり想像したりする過程を通して得られる正解はやりがいの一つです。

井上 美緒
神戸光生園 （2004年度 入職）
神戸女子大学 文学部社会福祉学科 卒
【所持資格】社会福祉士(2017年)／訪問型職場

適応援助者(2017年)／社会福祉士実習指導者

(2017年)／成年後見に関する受任(2018年)／

サービス管理責任者(2021年)
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家族からの連絡があれば
その都度情報共有をする

送迎利用のご利用者
到着次第受け入れる

会議等があれば
この時間に開始

いの うえ　  み    お

そうもいかないのが福祉の世界

　この事業団の魅力は研修を受けられる機会が多く、福祉の仕事が初めてでも、働きやすいこと
です。また、働きながら資格取得もでき、スキルアップも目指せます。そして、仕事の相談など
をしやすい環境のため、一人で抱え込むことなく、職員みんなで協力し合って働く事ができます。
　この仕事でやりがいを感じるのは、ご利用者に「ありがとう」と言ってもらえたときです。人
の生活の支援をすることは、大変なことも多いですが、その分、自分を必要としてくれる人がい
ることを実感できます。

中山 愛梨
真生園 （2021年度 入職）
大月市立大月短期大学

経済科 卒
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「ありがとう」がやりがいに

　神戸聖隷の魅力は、ずばり、人との縁 ( 関わり ) です。職員やご利用者、そのご家族など多く
の人と接し、その方々との縁、関わりを持つことで自分を成長させていくことができます。多く
の人との関わりは、何か失敗することがあっても、参考になるアドバイスを聞くこともでき、次
に繋げることができます。
　仕事のやりがいと言うほどではないですが、地域の方々に、さくらの苑をご利用してもらい、
感謝の言葉を直接聞けた時は、この仕事をして良かったなといつも思います。

井上　拓
さくらの苑 （2013年度 入職）
流通科学大学 サービス産業学部
社会福祉学科 卒
【所持資格】介護福祉士(2022年)／2号喀痰吸
引(2017年)／社会福祉主事(2012年)／認知
症介護実践者(2021年)／ユニットリーダー
(2019年)
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人との縁が魅力です

入職3年以内の

有給休暇
平均取得日数 約９日

　２つの施設を経験した私が感じる神戸聖隷の魅力は、職員同士の仲が良く相談しやすい環境
にあるというところです。先輩の指導も手厚く、初めの頃はマンツーマンで付いて教えてもら
えたことがとても印象に残っています。数年働いてる今でも同僚や上司から優しい言葉をいた
だくことが多いです。また公休数も多く、プライベートも充実している点はとても魅力的です。
　仕事のやりがいは、ご利用者の笑顔と気遣いの言葉です。少しの変化でも気付いてくださる
ご利用者が沢山おられ、「大丈夫？」と声をかけてくださったり、退勤時には「気いつけて帰りや」
などと言ってくださり、その言葉や笑顔にいつも元気をもらって働いています。


